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佐倉市の場合

▪人口 17万1千人 16万99百人

▪マイナンバーカード保有枚数 11万9984枚 保有率 70.0％

▪ 12万5259枚 保有率 73.5％

▪国民健康保険被保険者数 3万5620人 3万3565人

マイナ保険証 登録者数 1万9387枚 登録率 54％

2万 652枚 登録率 61.53％

利用率14.13％

2023年7月現在
2024年7月現在





医療機関でトラブル続出

▪ カードリーダーが起動しない

▪顔認証ができない

▪暗証番号を忘れてしまった

▪負担割合が誤っている

▪情報の紐づけミス

6月

▪岐阜県で死亡事例が発生

記者：死亡事例が岐阜県で起こっています。
マイナ保険証の読み取りができず受診を控えたら、
心筋梗塞で亡くなった。ご存知ありませんか。

大臣：厚労省にお尋ねください。
記者：進める立場で知ろうとしないのですか。
大臣：厚労省にお尋ねください。



地域医療の危機

▪オンラインシステム導入には多額の設備投資、毎月の維
持管理費が必要

▪高齢で後継者がいない場合、これを機会に廃業が進む

▪マイナ保険証導入の義務化前 2023年3月に廃業した
医院は1103件

▪本年12月までに廃業予定は 約1000件



これからどうなる健康保険
自動的に資格確認書送付

▪ 12月2日以降 健康保険証新規発行は廃止（省令改正8月30日）

▪手元にある健康保険証は有効期限（2025年7月31日）まで利用可能

その後、

▪ マイナ保険証を持っていない人には、自動的に資格確認書が送付される

▪転居、退職等で資格が無くなった場合、資格確認書を発行





高齢者施設に広がる不安

▪特養等高齢者施設にとって、入居者のマイナ保険証を預かり管理す
ることは、セキュリティ対策、紛失・盗難や管理の対応に負担が多い。

▪厚労省「マイナ保険証を持っていても、介助者等の補助がなければ、
マイナ保険証での受診が困難な人には、資格確認書を発行」と通
達。

▪東京都後期高齢者広域連合は被保険者に通知。

▪資格確認書で対応を打ち出す施設も出てきた（東京）
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